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社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 地 域 経 済 の 発 展 に 貢 献 致 し ま す

笠 間 市 建 設 業 協 力 会

特 集 ／ 山 口  伸 樹  笠 間 市 長 5 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

「 企 業 誘 致 な 　
　 ど 経 済 の 活 性 化 」 が 重 点

～ 誰 も が 自 分 の 力 を 発 揮 で き る ま ち づ く り ～

て い る 。　
茨 城 中 央 工 業 団 地 以 外 の

受 け 皿 と し て 、
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h a

と ま と ま っ た 土 地 の あ る 安居 工 業 地 域 の 整 備 も 推 進 する 。 市 が 行 う の は 道 路 や 水路 な ど の 整 備 。 本 年 度 は 地元 の ご 理 解 を い た だ き な がら 、 用 地 買 収 や 区 画 道 路 整備 に 必 要 な 路 線 測 量 、 実 施設 計 な ど を 進 め る 。 常 磐 道岩 間 Ｉ Ｃ か ら ア ク セ ス が 良く 、 来 年 ～ 再 来 年 ご ろ に は企 業 誘 致 に 結 び つ け て い きた い 。　
所 得 の 向 上 は 、 特 に 農 業

の 分 野 で 、 そ の 成 果 が 所 得増 に つ な が る 支 援 に 取 り 組む 。 頑 張 っ て も 所 得 向 上 につ な が ら な い の で あ れ ば 、働 く 人 の や る 気 は 出 な い 。本 県 は 日 本 一 の 栗 の 産 地で 、 中 で も 笠 間 市 は 生 産 量が 最 も 多 い 。 国 内 は も と より 、 海 外 に も 販 路 を 拡 大 でき れ ば と 考 え て い る 。　
さ ら に 、 ダ イ バ ー シ テ ィ

が 、 ５ 年 後 、

1 0年 後 と い う

長 い ス パ ン で 見 た 時 に そ の機 能 の 重 要 性 が 出 て く る と思 う 。 特 に 陶 炎 祭 の 時 期 をは じ め と す る 観 光 シ ー ズ ンの 際 は 、 周 辺 道 路 の 渋 滞 が著 し く 、 国 道

5 0号 や 国 道 ３

５ ５ 号 の 混 雑 区 域 を 避 け た新 た な ル ー ト が 確 保 で き れば 、 観 光 地 へ の ア ク セ ス 向上 や 周 辺 渋 滞 の 緩 和 が 見 込ま れ る 。 将 来 の 観 光 振 興 のた め に も 機 を 逸 せ ず 進 め るべ き と 考 え る 。　
岩 間 消 防 署 は 老 朽 化 が 進

み 、 ま た 、 狭 あ い で も あ るた め 、 本 年 度 か ら ２ カ 年 で災 害 に 強 い 、 機 能 的 な 庁 舎に 建 て 替 え る 。 こ れ に よ り消 防 ・ 救 急 体 制 の 強 化 は もと よ り 、 職 員 の 就 業 環 境 の改 善 に も つ な が る 。　

－ 観 光 ま ち づ く り の 方 針

は　
基 本 的 に は 既 存 施 設 を ど

の よ う に 活 か し て い く か が鍵 に な る 。 今 あ る 施 設 は 建設 当 時 の ニ ー ズ に 沿 っ て つく ら れ た も の で 、

2 0年 、

3 0

年 と 経 過 す れ ば 自 ず と ニ ーズ も 変 化 し て く る 。 そ う した も の を 今 の 時 代 に 求 め られ る 施 設 に 変 え て い く 必 要が あ る 。

　
ま ず 、 笠 間 芸 術 の 森 公 園

内 に あ る 笠 間 工 芸 の 丘 は 、大 規 模 改 修 工 事 に 向 け て 設計 に 着 手 す る 。 セ ン タ ー プラ ザ 、 マ イ ア ト リ エ 、 ふ れあ い 工 房 、 窯 場 な ど が あり 、 中 で も 人 気 な の は カフ ェ 。 厨 房 の 機 能 強 化 を 図り 、 魅 力 を 高 め て い き たい 。 ま た 、 工 芸 品 の 販 売 方法 は 、 従 来 の 大 量 陳 列 よ りも 作 家 と の 対 面 販 売 が 主 流に な っ て お り 、 そ う い っ た要 素 も 加 え て い き た い 。　
あ た ご 天 狗 の 森 公 園 に つ

い て も 、 整 備 か ら 約

2 0年 が

経 過 し て い る こ と か ら 、 デザ イ ン リ ノ ベ ー シ ョ ン を 推進 す る 。 昨 年 度 、 改 修 基 本計 画 を 策 定 し 、 本 年 度 は 公園 全 体 の 改 修 に か か る 設 計を ま と め る 。 近 隣 の グ ラ ンピ ン グ 施 設 『 エ ト ワ 笠 間 』も 人 気 な の で 、 子 ど も だ けで な く 大 人 も 楽 し め る 施 設と し 、 愛 宕 山 地 域 の さ ら なる 活 性 化 に つ な げ て い き たい 。　

－ 地 元 建 設 業 に メ ッ セ ー

ジ を　
地 場 の 建 設 業 は 地 域 に な

く て は な ら な い 存 在 。 東 日本 大 震 災 な ど 大 規 模 地 震 の際 や 、 ゲ リ ラ 豪 雨 や 風 水 害時 の 対 応 、 大 雪 の 際 の 除雪 、 破 裂 し た 水 道 管 の 対 応な ど 、 迅 速 な 応 急 復 旧 作 業に ご 尽 力 い た だ き 感 謝 申 し上 げ る 。 行 政 と し て も 可 能な 限 り サ ポ ー ト し て い き たい 。　
業 界 の 喫 緊 の 課 題 と し て

技 術 者 の 確 保 と 育 成 が あ るか と 思 う が 、 し っ か り と 人材 を 確 保 ・ 育 成 し て 会 社 の成 長 に つ な げ て い た だ き たい 。 現 状 に 満 足 し て い た ら成 長 は な い 。 会 社 を 成 長 させ る こ と が 働 く 人 の 意 欲 につ な が る だ ろ う 。

　

設 へ と 進 化 さ せ て い く こ とが 重 要 。　

－ ５ 期 目 の ４ 年 間 に つ い

て　
緊 張 感 を 持 っ て ス ピ ー

デ ィ ー に 市 政 の 発 展 に 取 り組 ん で い く 。 ど の 自 治 体 も抱 え る 課 題 は 同 じ で あ る 。人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 や 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 など に よ り 、 地 方 は 疲 弊 し てい る 。 そ う し た 中 、 市 民 の元 気 が 出 る 政 策 に 取 り 組 まな け れ ば な ら な い 。　
５ 期 目 の 重 点 施 策 と し

て 、 企 業 誘 致 や 所 得 向 上 、稼 げ る 農 業 な ど に よ る 地 域活 性 化 を 掲 げ た 。 茨 城 中 央工 業 団 地 で は お か げ さ ま で優 良 企 業 の 進 出 が 相 次 い でい る 。 県 と 連 携 し 、 残 る 区画 に つ い て も 引 き 続 き 誘 致を 進 め て い き た い 。　
ま た 、 ホ テ ル の 進 出 な

ど 、 都 市 機 能 の 向 上 に つ なが る 取 り 組 み の 検 討 も 行 っ

（ 多 様 な 人 材 の 育 成 ・ 確 保 ）の 推 進 、 デ ジ タ ル 化 の 推進 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 な どに 取 り 組 み 、 誰 も が 自 分 の力 を 発 揮 で き る ま ち づ く りを 目 指 し て い き た い 。　

－ 一 般 廃 棄 物 ご み 処 理 施

設 や 笠 間 Ｐ Ａ ス マ ー ト ＩＣ 、 岩 間 消 防 署 建 替 え な どの 大 型 事 業 に つ い て　
既 存 の 環 境 セ ン タ ー は 稼

働 開 始 か ら 約

3 0年 が 経 過

し 、 施 設 の 老 朽 化 が 進 ん でい る こ と か ら 、 隣 接 す る グラ ウ ン ド に 建 て 替 え を 行う 。 当 時 の 関 係 者 の ご 尽 力に よ り 用 地 を 確 保 し て い ただ い た た め 、 比 較 的 速 や かに 事 業 を 進 め る こ と が で きる 。 供 用 開 始 は ２ ０ ２ ８ 年度 を 予 定 し て い る 。 本 年 度は 基 本 計 画 の 策 定 や 環 境 影響 調 査 、 Ｐ Ｆ Ｉ 等 導 入 可 能性 調 査 な ど を 実 施 す る 。 現在 の 焼 却 能 力 は １ ０ ５ ｔ ／日 （

5 2・ ５ ｔ ／

1 6ｈ × ２

炉 ） だ が 、 こ れ よ り 小 さ くな る 可 能 性 も あ る 。　
笠 間 Ｐ Ａ の ス マ ー ト Ｉ Ｃ

は 、 市 内 の 渋 滞 解 消 や 利 便性 の 向 上 、 災 害 対 応 の 強 化な ど を 目 的 と す る も の で 、昨 年 、 国 か ら 連 結 許 可 書 が伝 達 さ れ た 。　
市 は 隣 接 す る ゴ ル フ 場 の

管 理 道 路 を 買 い 取 り 、 ア クセ ス 道 路 ２ 号 線 と し て 整 備し 、 県 道 稲 田 友 部 線 と 接 続さ せ る 。 延 長 は 約 ７ ０ ０ ｍで 、 本 年 度 は 測 量 設 計 な どを 進 め る 。 で き る だ け 早 期に 完 成 さ せ 、 栃 木 県 や 群 馬県 、 首 都 圏 な ど か ら の 観 光客 を さ ら に 呼 び 込 み た い 。　
笠 間 Ｐ Ａ は 友 部 Ｉ Ｃ か ら

近 く 、 効 果 が 分 散 す る ので は な い か と い う 声 も 聞 く

　

－ こ れ ま で の ４ 期 を 振 り

返 っ て　
ま さ に 「 あ っ と い う 間 」

の

1 6年 だ っ た 。 制 度 や 組

織 、 考 え 方 は 地 域 に よ っ て違 う も の 。 こ れ を 統 一 す る必 要 が あ り 、 合 併 直 後 は 大変 だ っ た が 、 住 民 サ ー ビ スの 向 上 に 取 り 組 み 、 今 で は様  々 な 違 い を ほ ぼ 統 一 で きた 。 住 民 に と っ て 身 近 な 行政 が 格 差 な く ス ピ ー デ ィ ーに サ ー ビ ス を 提 供 す る とい う 、 合 併 本 来 の 目 的 を 達成 で き て い る と 認 識 し て いる 。　
こ れ ま で の 施 策 に 対 す る

評 価 は 、 時 代 に よ っ て 変 わる も の 。 事 業 評 価 は 長 期 で考 え な け れ ば な ら な い 。 例え ば 昨 年 ９ 月 に オ ー プ ン した 道 の 駅 は 、 ２ ０ ０ 日 で 当初 想 定 を 大 幅 に 上 回 る 来 場者

5 0万 人 を 達 成 す る な ど 、

高 い 評 価 を い た だ い て い るが 、 ５ 年 後 に も 同 じ 評 価 をい た だ け る か ど う か は 分 から な い 。 む し ろ 維 持 し て いく こ と の ほ う が 難 し い だ ろう 。 現 状 に 満 足 し て い て はい け な い 。 笠 間 の ゲ ー トウ ェ イ と し て 、 笠 間 の 魅 力を 発 信 し 、 よ り 愛 さ れ る 施

　
４ 月 ３ 日 に 告 示 さ れ た 笠 間 市 長 選 挙 で 、 現 職 の 山 口 伸 樹 市 長 が ２ 期 連 続 の 無

投 票 で 再 選 し た 。 山 口 市 長 は ２ ０ ０ ６ 年 の 笠 間 ・ 友 部 ・ 岩 間 の ３ 市 町 合 併 に 伴う 市 長 選 で 初 当 選 。 道 の 駅 か さ ま や 国 内 最 大 級 の ス ケ ー ト ボ ー ド 施 設 「 ム ラ サキ パ ー ク か さ ま 」 の 開 業 、 茨 城 中 央 工 業 団 地 へ の 企 業 誘 致 な ど 、 強 い リ ー ダ ーシ ッ プ を 発 揮 し て き た 山 口 市 長 に ５ 期 目 の 展 望 を 聞 い た 。新 ご み 処 理 施 設 へ 準 備

岩 間 消 防 署 建 替 に 着 手

山 口 伸 樹 （ や ま ぐ ち ・ し ん じ ゅ ）

１ ９ ５ ８ 年

1 0月

1 2日 生 ま れ 。

6 3歳 。 国 士 舘 大 学 政 経 学 部 卒 。 県 市

長 会 会 長 、 全 国 市 長 会 副 会 長 。

9 0年 に 県 議 会 議 員

に 初 当 選 す る と 、 そ の 後 ４ 期 連 続 で 当 選 を 果 た す 。趣 味 は 磯 釣 り 。 最 近 は 健 康 づ く り の た め 、 夜 間 に１ 時 間 程 度 の ウ ォ ー キ ン グ を し て い る 。 好 き な 言葉 は 母 校 の 校 訓 、 『 気 魄 』   。   「 何 事 も 『 で き る 』 とい う 気 持 ち で 取 り 組 め ば 成 し 遂 げ ら れ る 」

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

㈱ 愛 郷 園

岩 倉 緑 化 産 業 ㈱

㈱ イ ワ オ 石 材

㈲ 大 枝 建 設

㈱ 柿 の 木 坂 造 園

笠 間 重 機 土 木

㈱ 久 工

㈲ 郡 司 組

㈲ 小 池 工 務 店

㈱ ゴ ミ タ

㈲ 清 水 工 務 店

昭 和 造 園 土 木 ㈱

㈱ ス ガ ハ ラ

仙 波 建 設 ㈱

㈱ 高 田 工 務 店

㈱ 田 中 造 園 土 木

㈱ タ カ タ

友 常 石 材 ㈱

㈲ 中 島 工 務 店

㈲ 長 谷 川 工 業

㈲ ヒ ラ ヤ マ 建 設

㈱ 福 原 石 材 工 業

㈲ ホ ウ メ イ 工 業

㈲ 山 口 設 備

㈱ 阿 部 建 設

㈱ イ チ ゲ 電 設

㈱ 海 老 重 建 設

会 　 長 　 清 水 　 恵 二
副 会 長 　 高 橋 　 　 智

副 会 長 　 小 松 崎 　 卓
副 会 長 　 仙 波 　 秀 教

事 務 局 長 　 杉 田 　 周 平

大 平 建 設 ㈱

㈱ 大 平 工 務 店

㈱ 大 平 造 園 土 木

㈱ カ ワ イ

㈲ 川 井 造 園 土 木

㈱ 久 栄

㈲ 佐 藤 設 備 工 業

㈲ サ ン   ・   ペ イ パ ー

㈱ ス ガ ヤ 工 務 店

㈲ 鈴 木 緑 化 建 設

須 藤 建 設 ㈱

㈱ セ イ ワ

㈱ 大 信 建 商

日 本 営 繕 工 業 ㈱

㈱ フ カ ツ ー

㈲ モ リ タ 建 設

㈲ 横 手 造 園

芳 野 工 業 ㈱

㈱ 拓 実

川 根 設 備 工 業 ㈱

川 又 土 木

小 松 崎 建 設 ㈱

㈱ 柴 山 土 建

㈱ 嶋 建

㈲ に こ に こ 建 設

㈱ 根 本 金 物 店

ミ シ マ 工 業 ㈱

㈱ 美 野 里 建 設

横 倉 工 務 店 ㈱

和 多 屋 建 設 工 業 ㈱

全 5 7 社

茨 城 県 発 行 「 い ば ら き の 優 良 土 地 」 よ り

● 丸 全 昭 和 運 輸 ㈱
　 （ 周 辺 立 地 企 業 ）
 

▲ 茨 城 中 央 工 業 団 地 の 立 地 状 況


